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関
西
学
院
大
学
国
際
学
部
教
授

三
宅
康
之

み
や
け
　
や
す
ゆ
き
　

一
九
六
九
年
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
法
学
）。

外
務
省
在
香
港
総
領
事
館
専
門
調
査
員
、

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
准
教
授
を
経

て
現
職
。
著
書
に
『
中
国
・
改
革
開
放
の
政

治
経
済
学
』
が
あ
る
。

「
安
全
運
転
」
で
指
導
部
交
代
を
め
ざ
す

胡
錦
濤
か
ら
習
近
平
へ
。

選
挙
を
経
な
い
政
権
交
代
も
、

そ
れ
は
そ
れ
で
見
通
し
が
難
し
い
。

来
し
方
を
振
り
返
り
、
行
く
末
を
展
望
す
る
。

　

中
華
人
民
共
和
国
（
中
国
）
で
は
二
〇
一
二
年
か
ら
一
三
年
に
か
け

て
中
国
共
産
党
お
よ
び
中
央
・
地
方
政
府
の
大
幅
な
人
事
異
動
が
行

わ
れ
る
。
権
力
の
中
枢
で
あ
る
中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
常
務
委
員

会
に
つ
い
て
も
、
九
名
の
現
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
習
近
平
と
李
克
強
の

二
名
を
除
く
全
員
が
定
年
制
に
よ
り
退
任
す
る
予
定
で
あ
る
。
台
頭

中
の
大
国
の
指
導
部
の
大
幅
な
交
代
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
国
の
内
外
で

次
期
指
導
部
へ
の
期
待
や
懸
念
の
声
は
高
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
現
政
権
で
あ
る
胡
錦
濤
政
権
期
の
内
政
と
外
交
に
つ

い
て
概
括
し
、
二
〇
一二
年
の
内
政
と
外
交
に
つ
い
て
展
望
を
行
っ
た
う

え
で
、
次
世
代
の
指
導
部
が
直
面
す
る
問
題
を
検
討
す
る
。

自
信
回
復
後
の
一
〇
年

　

胡
錦
濤
政
権
が
発
足
し
た
時
点
に
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。
胡
錦
濤

は
す
で
に
一
九
九
二
年
の
時
点
で
当
時
の
最
高
指
導
者
で
あ
っ
た
鄧
小

平
に
よ
り
ポ
ス
ト
江
沢
民
の
指
導
者
と
し
て
抜
擢
さ
れ
て
お
り
、
一
〇

年
後
の
二
〇
〇
二
年
の
第
一
六
回
党
大
会
と
〇
三
年
の
第
一
〇
期
全
国

２
０
１
２
年
の
政
治
変
動　
中
国

二
〇
一
〇
年
一二
月
二
七
日
、
上
海
万
博
の
成
功

を
祝
う
式
典
に
出
席
し
た
胡
錦
濤
（
左
）
と

習
近
平
（
ロ
イ
タ
ー
／
ア
フ
ロ
）
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人
民
代
表
大
会
第
一
回
会
議
で
、
前
任
者
の
江
沢
民
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
中

国
共
産
党
総
書
記
と
国
家
主
席
の
ポ
ス
ト
を
受
け
継
い
だ
。

　

こ
れ
よ
り
先
の
二
〇
〇
一
年
に
は
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
決
定
し
て
い
た
う
え
、
〇
二
年
末
に
は
二
〇
一
〇
年
の
上
海
万

博
の
開
催
も
決
ま
っ
た
。
急
速
な
経
済
成
長
の
も
た
ら
し
た
経
済
格
差

の
縮
小
と
並
び
、
こ
れ
ら
の
国
際
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
、
中
華
民
族

の
復
興
を
内
外
に
示
す
こ
と
が
胡
錦
濤
政
権
の
重
要
目
標
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
外
交
政
策
面
で
は
鄧
小
平
の
遺
訓
で
あ
る
「
韜
光
養

晦
、有
所
作
為
（
力
を
隠
し
て
時
節
を
待
ち
、や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
）」

を
引
き
続
き
基
本
方
針
と
し
、
九
〇
年
代
か
ら
浮
上
し
て
い
た
中
国

脅
威
論
に
対
処
し
、
善
隣
外
交
を
進
め
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
二
〇
〇
三
年
一一
月
に
発
表
さ
れ
た
「
和
平
崛
起
（
平
和
的
台
頭
）」

論
（
後
に
「
和
平
発
展
」
論
）
で
は
、「
新
興
大
国
は
国
際
秩
序
に
変

動
を
も
た
ら
す
が
、中
国
は
平
和
的
に
台
頭
し
、現
状
維
持
的
で
あ
る
」

と
主
張
し
た
。

　

た
だ
し
、
江
沢
民
が
中
共
・
国
家
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
の
ポ
ス

ト
に
居
座
っ
た
こ
と
か
ら
、
軍
事
問
題
は
無
論
、
外
交
問
題
で
も
新
政

権
は
独
自
の
政
策
を
打
ち
出
し
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
。
胡
錦
濤
が
全

権
を
掌
握
す
る
の
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
に
江
沢
民
が
中
央
軍
事
委

員
会
主
席
を
辞
任
す
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
ポ
ス
ト
に

胡
錦
涛
が
就
任
す
る
の
と
同
時
に
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
な
る
「
和
諧

（
調
和
）
社
会
」
の
建
設
が
提
起
さ
れ
、
〇
五
年
に
入
る
と
、
平
和
が

持
続
し
共
に
繁
栄
す
る
「
和
諧
世
界
」
の
構
築
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

当
時
、
反
国
際
テ
ロ
に
加
え
朝
鮮
半
島
の
核
危
機
問
題
解
決
の
た

め
に
も
中
国
の
協
力
を
必
要
と
し
て
い
た
米
国
側
は
「
ス
テ
ー
ク
・
ホ

ル
ダ
ー
」
論
を
提
起
し
て
中
国
を
現
状
の
国
際
秩
序
に
取
り
込
も
う

と
し
た
の
に
対
し
、
中
国
側
は
米
国
一
極
体
制
に
つ
い
て
は
経
済
面
で

は
裨
益
者
で
あ
っ
て
も
、
政
治
・
安
全
保
障
面
で
は
行
動
の
自
由
を
確

保
、
拡
大
す
る
た
め
に
は
望
ま
し
く
な
い
と
見
な
し
た
。
米
国
に
当
て

つ
け
る
か
の
よ
う
に
、
米
国
に
よ
り
「
な
ら
ず
者
国
家
」
と
レ
ッ
テ
ル

を
は
ら
れ
た
国
々
や
中
東
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
接
近
し
、
援
助
と
引
き

換
え
に
資
源
と
市
場
を
獲
得
し
た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
は
、
翌
年
の
党
大
会
で
も
う
一
期
五
年
間
の
続
投
が

確
実
視
さ
れ
て
い
た
胡
錦
濤
政
権
は
内
政
外
交
の
双
方
で
よ
り
大
胆

な
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
政
面
で
は
〇
六
年
九
月
に
江
沢
民

に
近
い
、
い
わ
ゆ
る
「
上
海
閥
」
の
一
員
と
見
な
さ
れ
て
い
た
陳
良
宇

上
海
市
委
書
記
を
汚
職
を
理
由
に
逮
捕
し
、
権
力
を
誇
示
し
た
。

　

外
交
面
で
も
〇
六
年
八
月
の
党
中
央
外
事
工
作
会
議
で
「
国
家
主

権
と
安
全
保
障
と
発
展
利
益
を
一
体
と
し
て
」「
主
導
権
を
と
る
よ
う

努
力
す
る
」
攻
め
の
外
交
に
転
じ
る
姿
勢
を
示
し
た
。
対
日
政
策
も

小
泉
政
権
期
の
停
滞
か
ら
抜
け
出
し
、
〇
六
年
一
〇
月
に
安
倍
晋
三

首
相
の
訪
中
の
際
に
戦
略
的
互
恵
関
係
を
結
ぶ
に
至
っ
た
。
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し
か
し
、二
〇
〇
七
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
七
回
党
大
会
で
は
、

「
共
青
団
」
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
胡
錦
涛
の
腹
心
と
目
さ
れ
て
い
た
李
克

強
で
は
な
く
、「
太
子
党
」
の
習
近
平
が
胡
錦
濤
の
後
継
者
と
定
ま
り
、

党
高
層
部
の
複
雑
な
権
力
闘
争
の
一
端
と
胡
錦
涛
の
政
治
力
の
限
界
が

明
る
み
に
出
た
。

　

と
は
い
え
政
権
後
期
に
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
上
海
万
博
な
ど
国

際
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
控
え
て
い
た
う
え
、
〇
八
年
に
改
革
開
放

三
〇
周
年
、
〇
九
年
は
建
国
六
〇
周
年
、
一
一
年
は
中
国
共
産
党
成
立

九
〇
周
年
と
国
家
的
記
念
行
事
が
続
き
、
国
威
発
揚
の
機
会
に
は
事

欠
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
は
総
じ
て
成
功
裡
に
終
わ
り
、「
中

国
の
台
頭
」
と
い
う
以
上
に
「
中
華
の
復
興
」
を
内
外
に
印
象
づ
け
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
い
つ
ま
で
中
国
は
「
韜
光
養
晦
」
を
保

つ
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
国
内
世
論
や
軍
部
関
係
者
か
ら
の
突
き
上
げ

が
顕
著
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
〇
八
年
九
月
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
す
る
世

界
金
融
危
機
が
発
生
し
た
後
、
一
一
月
の
Ｇ
20
出
席
の
一
週
間
前
に
四
兆

元
（
五
〇
兆
円
）
の
内
需
拡
大
策
を
発
表
し
、
Ｇ
20
で
中
国
は
救
世
主

と
し
て
大
歓
迎
さ
れ
た
。
翌
〇
九
年
に
は
副
作
用
を
伴
い
つ
つ
も
Ｖ
字
回

復
を
達
成
し
、一
〇
年
に
は
名
目
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
中
国
が
日

本
を
追
い
抜
き
、
米
国
に
次
ぐ
二
位
の
地
位
を
手
に
入
れ
た
。

　

こ
の
一
連
の
流
れ
の
な
か
で
、
イ
ラ
ク
戦
争
と
世
界
金
融
危
機
に
よ

り
米
国
の
威
信
に
影
が
差
し
、
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
が
中
国
に
有
利
に

変
化
し
た
と
党
中
央
は
と
ら
え
、
外
交
・
軍
事
面
で
従
来
自
制
し
て
き

た
一
線
を
踏
み
越
え
た
。
二
〇
〇
九
年
七
月
の
第
一
一
回
駐
外
使
節
会

議
で
、従
来
の「
韜
光
養
晦
、有
所
作
為
」方
針
か
ら「
堅
持
韜
光
養
晦
、

積
極
有
所
作
為
」
へ
と
、「
堅
持
」「
積
極
」
の
文
字
が
加
わ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
、
注
目
が
集
ま
っ
た
。

　

現
実
に
も
、
〇
九
年
に
は
海
軍
が
長
ら
く
望
ん
で
き
た
空
母
建
造
に

ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
る
な
ど
、
こ
の
頃
よ
り
海
洋
進
出
が
い
っ
そ
う
顕
著

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
〇
九
年
一二
月
の
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
一
五
回

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）
で
は
先
進
国
の
要
求
を
激
し
い
言
辞
で
は

ね
つ
け
た
。
一
〇
年
三
月
の
戴
秉
国
国
務
委
員
（
副
総
理
級
、
外
交
担

当
）
の
発
言
で
は
、「
核
心
的
利
益
」
の
内
実
も
台
湾
問
題
か
ら
チ
ベ
ッ

ト
、
新
疆
と
い
っ
た
従
来
の
主
張
か
ら
さ
ら
に
南
シ
ナ
海
を
含
む
ま
で

に
拡
張
さ
れ
、
関
係
諸
国
の
注
意
を
引
い
た
。
同
年
九
月
に
発
生
し
た

尖
閣
諸
島
沖
中
国
漁
船
衝
突
事
件
で
は
、
レ
ア
ア
ー
ス
禁
輸
ま
で
持
ち

出
す
強
硬
な
対
応
に
世
界
が
驚
い
た
。
一
〇
月
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は

獄
中
に
あ
る
民
主
化
活
動
家
の
劉
暁
波
氏
に
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
中
国
政
府
は
鋭
く
反
発
し
、
各
国
代
表
が
授
賞
式
に
出
席
し

な
い
よ
う
圧
力
を
か
け
て
国
際
社
会
の
顰
蹙
を
買
っ
た
。

　
一
連
の
強
硬
姿
勢
に
よ
り
国
際
社
会
の
対
中
警
戒
心
が
高
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
一二
月
に
は
、
中
国
の
対
外
政
策
を
説
明
す
る
た



79

2012年 激動の世界と日本

め
、
戴
秉
国
国
務
委
員
名
義
で
「
平
和
的
発
展
の
道
を
歩
む
こ
と
を

堅
持
す
る
」
と
題
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
同
論
文
は
中
国
の
「
核

心
的
利
益
」
と
は
「
第
一に
国
体
、
政
治
体
制
と
政
治
の
安
定
、
す
な

わ
ち
共
産
党
の
指
導
と
社
会
主
義
制
度
、
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主

義
の
道
、
第
二
に
中
国
の
主
権
安
全
、
領
土
保
全
、
国
家
統
一
、
第
三

に
中
国
の
経
済
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
の
基
本
的
保
障
」
と
定
義

し
た
。
内
容
面
で
新
味
は
な
い
が
、
端
的
な
表
現
を
避
け
る
な
ど
一
定

の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
、
当
局
側
に
は
防
衛
的
な
意
識
が
強
い
こ
と
が

看
取
で
き
る
。

　

そ
の
一
方
、
二
〇
一一
年
一
〇
月
に
は
「
文
化
強
国
の
建
設
」
を
打
ち

出
し
た
。
公
表
さ
れ
た
政
策
文
書
で
は
、
世
界
が
多
極
化
す
る
な
か

総
合
国
力
の
競
争
が
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
、
ハ
ー

ド
パ
ワ
ー
に
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
加
え
た
総
合
国
力
の
向
上
を
目
指
す
と

謳
い
上
げ
た
。

対
中
強
硬
策
が
打
ち
出
さ
れ
や
す
い
国
際
環
境

　

以
上
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
一
〇
年
目
に
入
る
胡
錦
濤
政
権
の
下

で
二
〇
一二
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

国
際
社
会
は
選
挙
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
ま
ず
は
台
湾
で
一
月
一
四
日
に

中
華
民
国
総
統
選
挙
と
立
法
院
選
挙
の
ダ
ブ
ル
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

読
者
が
本
誌
を
手
に
す
る
こ
ろ
に
は
結
果
が
判
明
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

香
港
で
も
三
月
に
行
政
長
官
選
挙
、
九
月
に
立
法
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
中
国
当
局
に
と
っ
て
望
ま
し
い
候
補
者
が
当
選

す
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
イ
プ
を
通
じ
て
圧
力
を
か
け
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。
香
港
・
マ
カ
オ
問
題
は
国
家
副
主
席
の
管
轄
事
項
で
あ
り
、

現
在
で
は
習
近
平
の
担
当
と
い
う
関
連
で
も
注
目
に
値
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
ロ
シ
ア
で
三
月
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
四
月
に
そ
れ
ぞ
れ
大

統
領
選
挙
、
わ
が
国
で
も
九
月
に
は
民
主
党
代
表
選
挙
、
韓
国
で
は

四
月
に
国
会
総
選
挙
、
一
二
月
に
大
統
領
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
重
要
な
の
が
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
あ
り
、
オ
バ
マ
大
統

領
が
再
選
さ
れ
る
か
否
か
で
状
況
が
相
当
変
わ
り
得
る
こ
と
は
論
を

ま
た
な
い
。

　

選
挙
の
際
に
は
、
候
補
者
に
大
国
化
し
た
中
国
へ
の
姿
勢
が
問
わ

れ
よ
う
。
対
立
候
補
・
野
党
は
現
政
権
が
人
権
・
環
境
問
題
な
ど
で

中
国
に
甘
い
と
批
判
し
、
中
国
脅
威
論
を
強
調
す
る
一
方
、
現
職
・
与

党
は
批
判
を
先
取
り
す
る
た
め
に
対
中
強
硬
策
を
打
ち
出
す
こ
と
に

な
ろ
う
。
中
国
側
も
選
挙
前
の
対
中
強
硬
化
は
織
り
込
み
済
み
で
、

表
面
的
に
は
強
硬
な
姿
勢
は
控
え
、
協
調
的
な
い
し
懐
柔
的
に
振
る

舞
う
で
あ
ろ
う
。

　

偶
然
な
が
ら
昨
年
末
に
指
導
者
が
交
代
し
た
北
朝
鮮
に
つ
い
て
も

付
言
す
れ
ば
、
胡
錦
濤
に
と
っ
て
孫
の
よ
う
に
若
い
後
継
者
に
対
し
後

見
人
と
し
て
庇
護
的
な
姿
勢
で
取
り
込
み
を
図
り
、
半
島
情
勢
の
安
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定
を
目
指
す
で
あ
ろ
う
。

　

内
政
面
で
も
二
〇
一
二
年
の
秋
に
は
党
大
会
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ

る
。
直
後
に
開
催
さ
れ
る
第
一
八
期
中
央
委
員
会
第
一
回
会
議
で
習
近

平
国
家
副
主
席
が
総
書
記
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
る
。
た

だ
、
政
治
局
常
務
委
員
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ト
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
う
え
、
総
理
に
つ
い
て
も
ま
だ
第
二
、
第
三
の
候
補
者
の
名
前

が
挙
が
る
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
胡
錦
濤
が
中
央
軍
事
委
員
会
主
席

の
ポ
ス
ト
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
化
を
避
け
る
た
め
、
江
沢
民
の
作
っ
た
前
例
を
踏
襲
し

て
、
胡
錦
濤
も
二
年
間
は
同
ポ
ス
ト
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。そ
う
な
れ
ば
な
お
さ
ら
当
面
は
現
状
維
持
が
見
込
ま
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
二
年
は
胡
錦
涛
政
権
と
し
て
は
安
全
運
転
に

徹
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
内
政
面
で
は
自
国
の
秩
序
安
定
、
経
済

成
長
を
優
先
さ
せ
、
敏
感
な
問
題
は
先
送
り
し
、
民
主
化
要
求
は
無

論
の
こ
と
、「
上
訪
（
陳
情
）」
も
厳
し
く
取
り
締
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　

外
交
面
で
は
、
す
で
に
昨
年
来
米
国
は
「
ア
ジ
ア
回
帰
」
と
し
て
中

国
に
対
し
て
厳
し
い
外
交
・
安
保
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
警
戒
を
強
め

る
周
辺
諸
国
も
米
国
に
追
随
す
る
動
き
を
示
し
て
い
る
。
党
中
央
が
現

状
維
持
志
向
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、後
に
は
引
き
に
く
い
し
、国
内
ネ
ッ

ト
世
論
や
軍
の
一
部
が
反
発
し
て
挑
発
的
行
動
を
と
っ
た
り
、
偶
発
事

件
に
過
剰
防
衛
的
な
反
応
を
示
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

建
国
の
元
老
が
関
与
し
な
い
初
め
て
の
人
事

　

最
後
に
、
新
政
権
の
意
義
、
課
題
に
一
言
触
れ
、
稿
を
終
え
た
い
。

　

今
回
の
指
導
部
交
代
は
改
革
開
放
路
線
へ
の
転
換
以
来
、
自
他
と

も
に
大
国
と
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
交
代
で
あ
る
。
新
指

導
部
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
江
沢
民
、
胡
錦
濤
の
ケ
ー
ス
と
異
な
り
、

建
国
の
元
老
が
直
接
関
与
し
た
人
事
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
習
近
平

自
身
は
革
命
元
老
の
息
子
で
あ
り
、
建
国
の
叙
事
詩
と
接
点
が
残
っ
て

い
る
も
の
の
、
人
民
共
和
国
の
政
治
の
制
度
化
が
最
高
指
導
部
の
人
事

面
に
ま
で
及
び
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

和
諧
社
会
を
目
指
し
た
胡
錦
濤
政
権
の
下
で
も
環
境
の
悪
化
、
格

差
の
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
新
政
権
は
過
激
な
ネ
ッ
ト
言
論
が

あ
ふ
れ
、
暴
動
の
相
次
ぐ
不
安
定
な
社
会
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

政
治
改
革
（
民
主
化
）
の
進
展
や
軍
事
予
算
の
削
減
は
期
待
で
き
そ

う
に
な
い
。
経
済
面
で
、二
〇
一
〇
年
末
に
策
定
さ
れ
た「
第
一二
次
五
ヵ

年
計
画
（
二
〇
一一
〜
一
五
）」
が
描
く
よ
う
な
従
来
型
発
展
モ
デ
ル
か

ら
の
転
換
や
再
分
配
の
強
化
を
実
現
で
き
る
か
が
問
わ
れ
よ
う
。

　

二
〇
一
二
年
、
胡
錦
濤
政
権
は
最
後
に
何
を
な
す
の
か
、
そ
し
て
新

政
権
は
ど
の
よ
う
な
顔
ぶ
れ
に
な
り
、
何
を
目
指
す
の
か
。
今
年
も
中

国
政
治
の
動
向
か
ら
目
が
離
せ
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
■




